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	＼令和８年度／
	11.8
	講演
	山形県歯科医学会
	13:00  15:00
	(日)
	保険導入されたデジタル技術
	（IOS、エンドクラウン、PEEK冠、CAD/CAM　
	　ブリッジ）とその今後


	上田 康夫

	保険導入されたデジタル技術

	（IOS，エンドクラウン，PEEK冠，CAD/CAMブリッジ）とその今後
	エンドクラウンとPEEK冠は，「CAD/CAM冠」のバリエーションとして登場しました．エンドクラウンは，昔の「ポストクラウン」と同類の形状で，想定される適用部位も似ています．主な適用は，失活した下顎大臼歯で，対合歯とのクリアランスが極端に少なく，軸面を確保できないためクラウンの維持力が不足するケースです．ただし，従来のポストクラウンが金パラで製作されたのに対し，エンドクラウンはハイブリッドレジンであるため，支台歯形態には少し配慮が必要です．
	一方，PEEK冠は，スーパーエンジニアリングプラスチックであるPEEK（ポリエーテルエーテルケトン）を素材とします．PEEK冠以外のCAD/CAM冠に用いられるハイブリッドレジンは，物性がかなり改善されていますが，固い反面，限界を超えるとパリッと割れてしまいます．これに対してPEEKは破壊靭性値が高く，割れにくいのが特徴です．力を加え続けると潰れることはありますが，パリッと割れることはありません．したがって，ハイブリッドレジンのCAD/CAM冠とは異なり，金パラのFMCに近い支台歯形成・削除量でよいのではないかと考えています．
	PEEKは生体親和性にも優れた材料です．これまで金属アレルギーなどが懸念される患者さんには，代替材料としてチタンを考えることが多かったのですが，今後はPEEKも選択肢の一つになるでしょう．PEEK冠では接着も課題となるため，現在利用できる合着材・合着方法についてもご紹介できればと思います．
	CAD/CAMブリッジは，先に保険適用された「高強度レジンブリッジ」をブロック化し，ミリング（切削加工）で製作できるようにしたものと捉えることができます．まだ登場したばかりで臨床経験の蓄積はありませんが，使用される材料と，現時点で想定される問題についても触れたいと思います．
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